
告　示

平成23年11月26日付けで公示しました平成24･25年度役員選出について､立候補を平成23年12月16日付け(消
印有効)で締め切り､下記のとおり受理しましたので､告示します｡

音己

1.候補者氏名(記載は届出受理順)
会長〔定数1〕　川雅弘
副会長〔定数1〕寺本千秋
理事〔定数9〕　浦野成之　明間順子　中瀬浩司　杉谷武人　川崎純子　河村岳樹　相野崇

夏見崇　小島徹也
監事〔定数2〕　小山浩司　林敦美　桐竹清文

2.選挙方法
会長､副会長､理事は立候補が定数と一致しましたので､無投票当選となります｡
監事は､定数2に対し､立候補者が3名となりましたので､投票選挙を行います｡
候補者の詳細は､選挙公報をご参照ください｡
同封の投票用紙の注意事項を読んだ上で投票し､同封の返借用封筒を使用し､返送してください｡
投票期間:平成23年12月26日(月)～平成24年1月25日(水)当日消印有効
結果は､投票締切後､立会人同席で開票し､県士会ホームページにて発表します｡

以上
平成23年12月26日

一般社団法人和歌山県作業療法士会　選挙管理委員長　佐藤昌子

選挙公報 1.氏名　2.経歴･活動歴など　3.主旨･抱負など

川　雅弘(かわまさひろ)

(経歴)

平成5年3月

平成5年4月

(活劫歴)

平成7年より

その他､

藍野医療技術専門学校卒業

社会福祉絵人琴の浦リハビリテーションセンター大磯　現在に至る

和歌山県作業凍汝土会理事

学術部､保険部担当理事を経て現在の事務局長を歴任

総会議事運営委員長､規約委員

第24回近畿作薬療浜学会企画運営重点長

第41回日本作菓療法士協会全国研修会実行委員長

(主旨･抱負)

近年､社会保障制度が混沌とするなか､県内においても当士会が行政､関連職団体と関わる機会が年々

増えてきているo　もっと　r作業療法｣というものを県民に示す重要性を深く感じているo
これまで以上に､県内での作業療絵の学術研甥を向上していくための組織体制を整備しながら､その

技術力を県民に示し｢作業療法｣の啓発を強めていきたいと思っている｡

まだまだ若輩ではあるが､ 17年間諸先輩方から引き継いだ思いを､副会長をはじめとする役員と一致

団結して､県士会のために職責を全うしていきたい｡

県士会に対する熱い思いをより高めて挑みたい｡

副会長候補 ①寺本千秋(てらもとかずあき)

②和歌山県件業療法士会教育部･学術卦･事業部理事を経て､現在､保険部･地域

障机澗題対策担当理乳日本作業療法士協会教育部生涯教育システム推進委鼻を

経て､現在､保険部員･地域り什リーダーを担当｡

③今年度､県士会においては一般社団法人格を取得し.また､次年度には診療･介護

報酬の同時改訂がなされる｡過渡期とも害える次年度私土盛活動の役割をより明確

にL^地域社会に貢献できる歴休を目指すペ<､会長のサポート･各会員が活発に活

動できるよう盛り土げていきたい｡



1.氏名　浦野嵐も(うらの　なりゆき)

2.魚農･浄動産　平成8年　内山焦凍医者枚蘭書n学牧草首級､村村科痛肋蕗､内山溌&医轟枚術ヰn学枚(札､

内山医恭故術ヰTl草枕)の私兵を経て､乎嵐15年に現在勤務中の和牧瀬病虎に艶楓｡現在は､和敬浦病床　牡

各級称呼チーフ｡和牧山県作東暴法土倉に人身後払学術呼に所&､プロッタ長､学術中朝坤長､学術串長を

虚位｡勤務の傍ら､逢借倒大草等を手首､粗野の広い曲床での裁きを8蒋す｡

3.主旨･泡丸　和牧山蘇件紫蘇法土合学術坤の運営に携わるなかで､耗坤の洗う作東鼻法士仲網と温かな的係を

革く事ができました｡件紫蘇法士浪合･和秋山ホ作東療法士金u私たちの親祭を守ってくれる払diであると伺

時に,作東希法士が東銀の借金のもと貴rtiして添える屠坤蹄であると考えます｡私が理事となりました麻には､

倉見の昏棟の意見を広く的く事のできる体制を考えて好きか､とか､よす｡ますは､私白身が､烏丸を昔つて

もらえる理事になることを心掛けます｡

1.明間　悦子(あけま　じゆんこ)

2.職歴: 2003年　国立療養所近地中央病院附属リハヒヰI)ナション学院卒業

同年　琴の浦リハビI)トションセンタ一入職　現在に至る

活動歴: 2004年-和歌山県作業療法士会　教育部員　2009年-和歌山県作薬療法士会　教育部長

2010年-第30回近畿作業療法学会　事務局長

3,新人の頃より和歌山県作業療法士会の活動に携わってきました｡その経験を括かし､今までの先輩方

が築いてきた良さを残しながらも会員のために更にこの会をより充実した良いものとするお手伝い

をしたいと思います｡また掛､会員が多い会であるので掛､意見にも耳を健け､女性としての意見を

持ち､今後の一般社団故人和歌山県作業療汝士金全体を盛り上げていきたいと思います.

杉谷武人(すぎたにたけと)

く経　歴)　平成17-23年度　和歌山県作業療法士会　理事

く活動歴)　平成17-22年度　日本作集療法士協会　生涯教育部　生涯教育制度推進委鼻

平成23年度　日本作業療法士協会　教育部　鮮魚

県内ではまだまだ作業療法が知られていないと感じている会見の方は多いのではないで

しょうか｡私は県内での作菓療法の発展のためにはr-人ひとりの作美療法士の成長と活洋

を支えること｣が大切で､そのためにはrより結束した組稔となること｣が必要と感じてい

ます｡この度､その一端に尽力できればと患い､理事に立候補させていただきました｡

なにとぞ､よろしくお患いいたします｡
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1.河村岳樹(かわむらたけき)

2.理事4期､福利厚生担当理事｡

3.私はこれまで8年間福利厚生部担当理事として仕事をさせて頂きました｡

和歌山県作業療法士会は法人枠を取得し､他成体からも故められる団体に

成長しました｡協会では組轍卒が低下している中､和歌山県士会は高い組

織率を誇っています｡若い会長の皆様が､参加できるような魅力ある県士会

活動を目指し､頑張っていく所存であります｡どうぞよろしくお月臥＼します｡
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1.氏名:夏見　栄(なつみ　たかし)

2.経歴.活動歴: 2∞1年-2010年　南紀療育園(常勤)

2011年一再和歌山医療センター小児科専属作業療渡士(非常勤)

ケアセンター･ユウガ(非常鞄)

御坊市5歳児健診巡回チーム

2007年～和歌山県作業療法士会理事(現在2期日)

3.立候補の主旨･抱負等: ①和歌山県の地域保健･福祉･学校などに作業療法が作業療

法士がもっと身近な存在となること､ ②県士会見同士がもっ

と交流できること､この2点を主な許鹿とし皆様と協力しな

ながら活動を進めて参ります｡よろしくお農い致します&
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2.ヰ射し卑ヂ涌医療蹟餌即関廠卒泉
同キ　医療ま入閣轟晩節帝

糠が仁一轡鴨人知恥緋鯉髭金嘩
3､金運の協席碩琴に,FLをもり献ばーと.驚､凍僻粛

いたし紬た｡とうぎ才jLくわ償いし苛ず,

1.林敏美(はやしあつみ)

2.監事5期臥それ以前は学術･福利厚生･広報などの担当理事｡

3.法人化3年日ということで和歌山県士会の法律ともいうべき和歌山県士会

定款､及び定款施行規則にのっとった業務執行状況の監査をより一層強化

し､県士会活動が適切に行われているか､会見の意見が県士会の運営に反

映されているかをチェックし理事会に捷音していきます｡また今までの経験

を生かして､それが円淋こ行われるよう監事のするべき敬務の明確化を図

りたいと患っております｡よろしくお軌lいたします｡

1.梱竹　清文‡きりたけ　きよふみ)

2.昭和62年～平成23年:琴の浦リハビリテーションセンター入滅　昭和63

年-平成23年:和歌山県作業療法士協会理事　平成16年:神戸大学大学院　医

学系研究科　保健学修士取得　平成18年～平成21年:日本作業療法士協会

保健福祉部員　平成16年:日本作業療法士協会　認定作業療法士認定

書著書実演　中枢神経疾患に対する作業療法　234-240. 252-259. 2009

3.平成18年から法人関係の登記や税理士と連携して収支決算関係に携わってきた軽験を､当県士

会にて活かしたいと考えています｡また､適正な予算､財産日録､収支報告の件成に努め.会員の皆

様のお役にたてるように頑張っていきたいと思います｡よろしくお願いします｡


